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　時下益 ご々清栄の事とお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼を申し上げます。
環境業務ご担当者様に廃棄物の処理・処分及びリサイクルに対する弊社の取り組みの現況をご報告
いたします。今後とも法令遵守の基、適正処理と再資源化率向上に貢献してまいりますので、これま
で以上のご厚情を賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。
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使用済み蛍光ランプについて

p4

株式会社ジェイ・リライツ

現地確認について

　2019年12月17日に弊社は北九州市にある株式会社ジェイ・リライツの全発行済株式を譲受し関係会社としたことに
より、野村興産グループの処理工場は全国に3地域体制（北海道、近畿、九州）となりました。これにより、昨今、急増して
いる大雨や地震などの自然災害により、万一いずれかの工場の操業を停止せざるを得ない状況が発生したとしても、
継続した処理サービスの提供をする体制が整いました。また、地域に密着した処理拠点を設けることにより輸送距離が
短縮され、CO2排出量の削減にも貢献します。
　また、株式会社ジェイ・リライツでは処理施設の改良と許可更新を行い、水銀電池や二次電池を含むすべての使用
済み乾電池の取扱いが可能となりました。弊社同様、乾電池、ボタン電池、リチウム電池及び充電式電池や充電式電
池を内蔵した製品の受け入れや、多種多様な電池が混在している状態での受け入れが可能です。
　さらに、水銀式体温計や血圧計以外の水銀使用計器類の処理も行えるよう産業廃棄物許可証の内容変更も行いました。
　2021年度の九州・中国・四国地方からの産業廃棄物及び一般廃棄物の受入量は、蛍光ランプ約1,380トン、乾電池
約405トン、血圧計など約0.88トンでした。2022年以降もより良いサービスを提供すべく、改善を続けてまいります。

　各拠点におきまして、新型コロナウイルス感染対策を継続しつつ、随時現地確認の受付を実施しております。詳細は
担当者までご相談ください。

■商　号：株式会社ジェイ・リライツ
■所在地：福岡県北九州市若松区響町一丁目62番地の17
■TEL：093-752-2386　FAX：093-752-2387
■URL：https://www.j-relights.co.jp
※一般廃棄物に関するお問い合わせは
　下記営業窓口へお願い致します。
TEL:03-5695-2533
（弊社ジェイ・リライツ営業窓口）

写真提供：（株）Danto Tile 「AKT あかつき」

海上コンテナ内に設置された水銀安定化設備（左側）と排ガス処理設備（右側）

SDGsへの取り組み

（水俣条約サイドイベント（Pre-COP4.2）で
  設備を紹介した動画（英語版41分ごろ）が
  左記QRコードからご覧頂けます。）

　2021年度に処理した使用済み蛍光ランプは約8,400ｔ、そこから試算
される水銀回収量は約280kgです。

　蛍光ランプは電極に電流を流すことにより放電される熱電子が管内に
封入されている水銀原子に衝突して紫外線を放出し、ガラス管内面に塗
布された蛍光物質に吸収され可視光線を放出します。そのため、破損又
は破砕処理しただけの使用済み蛍光ランプのガラスには水銀が付着して
いる状態です。蛍光ランプは、洗浄、焙焼処理を行い、水銀を回収・リサイ
クルすることで、環境負荷低減につながります。

　洗浄後のガラスカレットは、主にグラスウール（断熱材）や蛍光ランプ用ガラス
原料として再利用されており、北海道網走市にある流氷硝子館では、弊社の
蛍光灯リサイクルガラスを原料とした製品製作も行われております。日本ではガ
ラス原料の多くを海外から輸入していますが、リサイクルガラスを提供すること
により原料調達にかかるCO2排出量の削減に貢献しています。
　また、新たな蛍光灯リサイクルガラスの用途として、建築用タイル原料としての
再利用がはじまりました。株式会社Danto Tileは、長年のタイル製造ノウハウを
応用することで100%蛍光灯リサイクルガラスを使用した意匠性の高いガラスタ
イルを製造されています。同社において蛍光灯リサイクルガラスを再生利用す
ることにより、廃棄物発生の抑制に貢献しています。

アルカリ・マンガン電池とボタン電池の混合排出の例アルカリ・マンガン電池とボタン電池の混合排出の例

　弊社は、水銀廃棄物の処理・処分・リサイクルという事業活動を通じて、再生利用により廃棄
物の発生を削減し、『水銀に関する水俣条約（水俣条約）』や『有害廃棄物の国境を超える
移動及びその処分の規制に関するバーゼル条約（バーゼル条約）』など合意された国際的な
枠組みに従い、持続可能な社会の実現をめざすSDGｓの取り組みに貢献します。

貢献①水銀廃棄物の処理・処分・リサイクル
　国内外で発生した使用済み乾電池、蛍光ランプをはじめ、水銀式体温計や血圧計など様 な々水銀廃棄物の処理・
処分及びリサイクルを安全確実に行っております。使用済み乾電池や蛍光ランプは、水銀、非鉄・製鉄資源、グラスウー
ル（断熱材）や蛍光ランプ用ガラス、ガラス工芸用などへほぼ100%リサイクルしております。

貢献②海外への技術支援
　独立行政法人国際協力機構（JICA）が実施する中
小企業・SDGsビジネス支援事業-普及・実証・ビジネス化
事業（中小企業支援型）-を通じてインドネシア国へ水銀
安定化処理技術の導入をすべく、移動が可能な水銀
安定化処理設備を開発しました。同設備を用いて各国が抱える余剰水銀の処理に貢献してまいります。
　また、弊社ではバーゼル条約に従い、2002年度から現地に水銀
廃棄物の適正な処理施設がない国々から水銀廃棄物を輸入して
処理を行っており、2021年度実績は約450tでした。引き続き、世界
的な水銀廃棄物の適正処理に貢献してまいります。　　
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受入実績

▼充電式電池を内蔵する製品に関する取り扱い品目と排出時状態（参考）

モバイル
バッテリー

ハンディ
クリーナー

スマート
フォン

電動
歯ブラシ

電気
シェーバー

加熱式
たばこ

品 目※2

排出状態※3

原状渡しで良いもの ● ●

● ● ● ●充電式電池を取り出した上、
絶縁処理が必要なもの

※1　リサイクルマークの参考URL　https://www.jbrc.com/project/distinguish/
※2　品目のアイコン【出典元：（公財）日本容器包装リサイクル協会】
※3　上記排出状態は物の状況や量等により変更される場合がありますので、あくまでも参考としてお考えください。

　2021年度の受託自治体数は昨年度記録した過去最多自治体数を超え、近年最多となりました。背景には『家庭か
ら排出される水銀使用廃製品の分別回収ガイドライン』や『水銀廃棄物ガイドライン』の発行、水俣条約の発効を基に
行われた『水銀による環境の汚染の防止に関する法律』の制定、『廃棄物処理法施行令等』や『大気汚染防止法』
の改正に伴い、排出者様の適正処理への意識が高まっていることが要因かと思われます。弊社はこれからも排出者様
のご要望に応えるべく適正処理を進めてまいります。

　弊社では自治体より処理委託を受けた使用済み乾電池の実態調査を行い、使用済み乾電池中の水銀含有量を試
算しております。

使用済み乾電池実態調査

▼使用済み乾電池実態調査結果※5

2019
2020
2021

年度 調査数

20
24
14

水銀ゼロ使用
乾電池平均
比率（wt%）※6

97.7
97.6
98.3

乾電池
（アルカリ
・マンガン）

85.48
85.20
82.47

水銀含有
平均値

（ppm）
22.0
25.7
23.6

Ni系

1.93
1.27
2.27

Li系

0.95
0.58
1.55

ボタン
電池

0.37
0.56
0.49

その他
乾電池

11.26
12.37
13.22

※5　使用済み乾電池実態調査の詳細については弊社営業にお問い合わせください。
※6　調査を行った乾電池（アルカリ・マンガン）を100wt%とした際の水銀ゼロ使用乾電池
　　  の平均比率です。

　各年度での調査の結果、使用済み乾電池中よりボタン電池や、水銀ゼロ化前に
国内にて製造された水銀入りの乾電池、水銀を含有する海外製の乾電池の排出
が確認されております。2021年度の水銀含有平均値23.6ppm※7を基に試算される
水銀回収量は約401kg※8にもおよびます。
　『家庭から排出される水銀使用廃製品の分別回収ガイドライン』には、水銀が使用されていた国内製乾電池や水銀
が使用されている可能性のある海外製乾電池のみを区分して回収することは現実的に難しく、『乾電池』という区分
でまとめて分別回収することが望ましい旨が記載されております。一般家庭より集められた乾電池にはさまざまな時代・
種類のものが混在し、一概に水銀ゼロ使用乾電池ばかりとは言えません。
　また水銀含有平均値23.6ppmは、産業廃棄物に適用される水銀含有ばいじん等の含有基準値15ppmを超過する
結果であり、最も水銀値が高かった自治体では50.4ppmでした。一般廃棄物は産業廃棄物と同じ処理施設で処理を
行っている場合が多く、処理先を選択する際には『家庭から排出される水銀使用廃製品の分別回収ガイドライン2.5
中間処理、最終処分及びリサイクル』の規定を遵守している証明として下記の確認を推奨します。
　①焼却処理を行っていないことを示す資料…一般廃棄物設置許可証、産業廃棄物処分業許可証（水銀使用製品
　　産業廃棄物を含む）
　②水銀回収施設がガイドラインの規定を全て満足する構造であることを示す資料…処理フロー図
　③使用済み乾電池の構成成分を回収・リサイクルしていることを示す資料…リサイクル品出荷先一覧、毒劇物製造業登録票

使用済み乾電池の取り扱いについて（リチウム電池及びリチウムイオン電池）

※4　全国自治体数1,741市区（特別区）町村（2022年4月1日現在）

▼受入実績

乾電池
蛍光ランプ

その他
合計

品目
2019年度

処理量 受託自治体数※4

984
954

2020年度
処理量 受託自治体数

1,026
   973

2021年度
処理量 受託自治体数

1,054
1,021

約 15,520ｔ
約 9,080ｔ
約 6,200ｔ
約 30,800ｔ

約 16,700ｔ
約 9,000ｔ
約 7,700ｔ
約 33,400ｔ

約 17,000ｔ
約 8,400ｔ
約 6,500ｔ
約 31,900ｔ

　弊社では乾電池やボタン電池だけではなく、リチウム電池及びリチウムイオン電池を含む充電式電池単体や充電
式電池を内蔵した製品の処理も可能です。

　昨今、廃棄物回収車両（パッカー車）火災や処理施設の火災に関するニュースを目にいたしますが、原因はリチウム
電池やリチウムイオン電池を含む充電式電池の意図しない混入ではないかと言われています。そこで、環境省は
2022年4月1日にリチウム蓄電池そのもの及びリチウム蓄電池を使用した製品が廃棄物として処理される過程で発
生する火災事故等の対策事例を記した【リチウム蓄電池等処理困難物対策集】を公表しました（参考URL 
https://www.env.go.jp/recycle/libtaisaku.pdf　またはhttps://www.env.go.jp/content/900534148.pdf）。
　対策事例として、回収方法の工夫や、充電式電池を既存のゴミ分別の特定カテゴリーに追加するなど対策は様々
ですが、共通しているのは安全な処理先の確保です。弊社では多種多様な電池の処理経験の積み重ねと排出元様
との打ち合わせにより様 な々搬入形態に対応できる体制を構築しております。

　弊社の電池受け入れの特徴は下記のとおりです。
　　  市中に出回っているほぼすべての乾電池、ボタン電池、リチウム電池及び充電式電池の受け入れが可能
　　  リサイクルマーク（　　スリーアローマーク）※1 が無い充電式電池の受け入れが可能
　　  多種多様な電池が混在した状態でも受け入れが可能
　　  充電式電池を内蔵した製品の受け入れが可能（ただし、一部は充電式電池の取り出しが必要）
　　  発火し、消火した充電式電池の受け入れが可能

　排出者様におかれましては保管や搬出時には発火事故が起きないように安全に留意する必要があります。処理の
ご依頼や詳しい内容につきましては弊社までご相談ください。

　【弊社に処理問い合わせがあった一般廃棄物処理施設で発火した充電式電池（写真左）と同型の充電式電池（写真右）】

2021年度発行のリサイクル事業報告書の受託自治体数が乾電池と蛍光ランプで入れ替わっていました。お詫びして訂正いたします。

※7　「ppm」は百万分率を表し、1トンに対し1gが1ppmに相当します。産業廃棄物（ばいじんや汚泥など）では水銀（水銀化合物
　　  中の水銀を含む）が15ppmを超えると「水銀含有ばいじん等」が産廃の種類に付与されより適切な取り扱いが必要となります。
※8　「2021年度処理量約17,000t」×「2021年度廃乾電池内に含まれる水銀含有平均値23.6ppm。」
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中間処理、最終処分及びリサイクル』の規定を遵守している証明として下記の確認を推奨します。
　①焼却処理を行っていないことを示す資料…一般廃棄物設置許可証、産業廃棄物処分業許可証（水銀使用製品
　　産業廃棄物を含む）
　②水銀回収施設がガイドラインの規定を全て満足する構造であることを示す資料…処理フロー図
　③使用済み乾電池の構成成分を回収・リサイクルしていることを示す資料…リサイクル品出荷先一覧、毒劇物製造業登録票

使用済み乾電池の取り扱いについて（リチウム電池及びリチウムイオン電池）

※4　全国自治体数1,741市区（特別区）町村（2022年4月1日現在）

▼受入実績

乾電池
蛍光ランプ

その他
合計

品目
2019年度

処理量 受託自治体数※4

984
954

2020年度
処理量 受託自治体数

1,026
   973

2021年度
処理量 受託自治体数

1,054
1,021

約 15,520ｔ
約 9,080ｔ
約 6,200ｔ
約 30,800ｔ

約 16,700ｔ
約 9,000ｔ
約 7,700ｔ
約 33,400ｔ

約 17,000ｔ
約 8,400ｔ
約 6,500ｔ
約 31,900ｔ

　弊社では乾電池やボタン電池だけではなく、リチウム電池及びリチウムイオン電池を含む充電式電池単体や充電
式電池を内蔵した製品の処理も可能です。

　昨今、廃棄物回収車両（パッカー車）火災や処理施設の火災に関するニュースを目にいたしますが、原因はリチウム
電池やリチウムイオン電池を含む充電式電池の意図しない混入ではないかと言われています。そこで、環境省は
2022年4月1日にリチウム蓄電池そのもの及びリチウム蓄電池を使用した製品が廃棄物として処理される過程で発
生する火災事故等の対策事例を記した【リチウム蓄電池等処理困難物対策集】を公表しました（参考URL 
https://www.env.go.jp/recycle/libtaisaku.pdf　またはhttps://www.env.go.jp/content/900534148.pdf）。
　対策事例として、回収方法の工夫や、充電式電池を既存のゴミ分別の特定カテゴリーに追加するなど対策は様々
ですが、共通しているのは安全な処理先の確保です。弊社では多種多様な電池の処理経験の積み重ねと排出元様
との打ち合わせにより様 な々搬入形態に対応できる体制を構築しております。

　弊社の電池受け入れの特徴は下記のとおりです。
　　  市中に出回っているほぼすべての乾電池、ボタン電池、リチウム電池及び充電式電池の受け入れが可能
　　  リサイクルマーク（　　スリーアローマーク）※1 が無い充電式電池の受け入れが可能
　　  多種多様な電池が混在した状態でも受け入れが可能
　　  充電式電池を内蔵した製品の受け入れが可能（ただし、一部は充電式電池の取り出しが必要）
　　  発火し、消火した充電式電池の受け入れが可能

　排出者様におかれましては保管や搬出時には発火事故が起きないように安全に留意する必要があります。処理の
ご依頼や詳しい内容につきましては弊社までご相談ください。

　【弊社に処理問い合わせがあった一般廃棄物処理施設で発火した充電式電池（写真左）と同型の充電式電池（写真右）】

2021年度発行のリサイクル事業報告書の受託自治体数が乾電池と蛍光ランプで入れ替わっていました。お詫びして訂正いたします。

※7　「ppm」は百万分率を表し、1トンに対し1gが1ppmに相当します。産業廃棄物（ばいじんや汚泥など）では水銀（水銀化合物
　　  中の水銀を含む）が15ppmを超えると「水銀含有ばいじん等」が産廃の種類に付与されより適切な取り扱いが必要となります。
※8　「2021年度処理量約17,000t」×「2021年度廃乾電池内に含まれる水銀含有平均値23.6ppm。」
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ごあいさつ
拝啓
　時下益 ご々清栄の事とお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼を申し上げます。
環境業務ご担当者様に廃棄物の処理・処分及びリサイクルに対する弊社の取り組みの現況をご報告
いたします。今後とも法令遵守の基、適正処理と再資源化率向上に貢献してまいりますので、これま
で以上のご厚情を賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。
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Ｅ-ＭＡＩＬ hon-eigyou@nomurakohsan.co. jp

p1

使用済み蛍光ランプについて

p4

株式会社ジェイ・リライツ

現地確認について

　2019年12月17日に弊社は北九州市にある株式会社ジェイ・リライツの全発行済株式を譲受し関係会社としたことに
より、野村興産グループの処理工場は全国に3地域体制（北海道、近畿、九州）となりました。これにより、昨今、急増して
いる大雨や地震などの自然災害により、万一いずれかの工場の操業を停止せざるを得ない状況が発生したとしても、
継続した処理サービスの提供をする体制が整いました。また、地域に密着した処理拠点を設けることにより輸送距離が
短縮され、CO2排出量の削減にも貢献します。
　また、株式会社ジェイ・リライツでは処理施設の改良と許可更新を行い、水銀電池や二次電池を含むすべての使用
済み乾電池の取扱いが可能となりました。弊社同様、乾電池、ボタン電池、リチウム電池及び充電式電池や充電式電
池を内蔵した製品の受け入れや、多種多様な電池が混在している状態での受け入れが可能です。
　さらに、水銀式体温計や血圧計以外の水銀使用計器類の処理も行えるよう産業廃棄物許可証の内容変更も行いました。
　2021年度の九州・中国・四国地方からの産業廃棄物及び一般廃棄物の受入量は、蛍光ランプ約1,380トン、乾電池
約405トン、血圧計など約0.88トンでした。2022年以降もより良いサービスを提供すべく、改善を続けてまいります。

　各拠点におきまして、新型コロナウイルス感染対策を継続しつつ、随時現地確認の受付を実施しております。詳細は
担当者までご相談ください。

■商　号：株式会社ジェイ・リライツ
■所在地：福岡県北九州市若松区響町一丁目62番地の17
■TEL：093-752-2386　FAX：093-752-2387
■URL：https://www.j-relights.co.jp
※一般廃棄物に関するお問い合わせは
　下記営業窓口へお願い致します。
TEL:03-5695-2533
（弊社ジェイ・リライツ営業窓口）

写真提供：（株）Danto Tile 「AKT あかつき」

海上コンテナ内に設置された水銀安定化設備（左側）と排ガス処理設備（右側）

SDGsへの取り組み

（水俣条約サイドイベント（Pre-COP4.2）で
  設備を紹介した動画（英語版41分ごろ）が
  左記QRコードからご覧頂けます。）

　2021年度に処理した使用済み蛍光ランプは約8,400ｔ、そこから試算
される水銀回収量は約280kgです。

　蛍光ランプは電極に電流を流すことにより放電される熱電子が管内に
封入されている水銀原子に衝突して紫外線を放出し、ガラス管内面に塗
布された蛍光物質に吸収され可視光線を放出します。そのため、破損又
は破砕処理しただけの使用済み蛍光ランプのガラスには水銀が付着して
いる状態です。蛍光ランプは、洗浄、焙焼処理を行い、水銀を回収・リサイ
クルすることで、環境負荷低減につながります。

　洗浄後のガラスカレットは、主にグラスウール（断熱材）や蛍光ランプ用ガラス
原料として再利用されており、北海道網走市にある流氷硝子館では、弊社の
蛍光灯リサイクルガラスを原料とした製品製作も行われております。日本ではガ
ラス原料の多くを海外から輸入していますが、リサイクルガラスを提供すること
により原料調達にかかるCO2排出量の削減に貢献しています。
　また、新たな蛍光灯リサイクルガラスの用途として、建築用タイル原料としての
再利用がはじまりました。株式会社Danto Tileは、長年のタイル製造ノウハウを
応用することで100%蛍光灯リサイクルガラスを使用した意匠性の高いガラスタ
イルを製造されています。同社において蛍光灯リサイクルガラスを再生利用す
ることにより、廃棄物発生の抑制に貢献しています。

アルカリ・マンガン電池とボタン電池の混合排出の例アルカリ・マンガン電池とボタン電池の混合排出の例

　弊社は、水銀廃棄物の処理・処分・リサイクルという事業活動を通じて、再生利用により廃棄
物の発生を削減し、『水銀に関する水俣条約（水俣条約）』や『有害廃棄物の国境を超える
移動及びその処分の規制に関するバーゼル条約（バーゼル条約）』など合意された国際的な
枠組みに従い、持続可能な社会の実現をめざすSDGｓの取り組みに貢献します。

貢献①水銀廃棄物の処理・処分・リサイクル
　国内外で発生した使用済み乾電池、蛍光ランプをはじめ、水銀式体温計や血圧計など様 な々水銀廃棄物の処理・
処分及びリサイクルを安全確実に行っております。使用済み乾電池や蛍光ランプは、水銀、非鉄・製鉄資源、グラスウー
ル（断熱材）や蛍光ランプ用ガラス、ガラス工芸用などへほぼ100%リサイクルしております。

貢献②海外への技術支援
　独立行政法人国際協力機構（JICA）が実施する中
小企業・SDGsビジネス支援事業-普及・実証・ビジネス化
事業（中小企業支援型）-を通じてインドネシア国へ水銀
安定化処理技術の導入をすべく、移動が可能な水銀
安定化処理設備を開発しました。同設備を用いて各国が抱える余剰水銀の処理に貢献してまいります。
　また、弊社ではバーゼル条約に従い、2002年度から現地に水銀
廃棄物の適正な処理施設がない国々から水銀廃棄物を輸入して
処理を行っており、2021年度実績は約450tでした。引き続き、世界
的な水銀廃棄物の適正処理に貢献してまいります。　　


